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ネット投資家向け「eMAXIS」(イーマクシス)を南都銀行が取扱開始
追加型投信

本日、平成25年 12月 9日より、南都銀行が三菱UFJ投信のネット投資家向け「eMAXIS」（イーマク

シス）を取扱うことをお知らせいたします。これによって、さらに多くの投資家の皆様に、「幅広い品揃

え」と「低く設定された信託報酬」を特徴とするインデックスファンドシリーズ「eMAXIS」（イーマクシス）

を提供させていただくことが可能になりました。今後も投資家の皆様に広くご活用いただけますよう、

ネット専用商品として数多くの販売会社での取扱いを目指して参ります。

「eMAXIS」(イーマクシス)専用サイト http://emaxis.muam.jp/

【当シリーズの主なリスク】

ファンドは、主に株式・公社債・不動産投資信託証券（リート）を実質的な投資対象としますので、株式・リート市場の相場

変動により組入株式・リートの価格が下落すること、金利変動により組入公社債の価格が下落すること、組入株式・公社

債・リートの発行者の倒産や財務状況の悪化等の影響により組入株式・公社債・リートの価格が下落すること等でファンド

の基準価額が下落し、損失を被ることがあります。また、実質的に外貨建資産に投資するものについては、為替の変動に

より損失を被ることがあります。したがって、投資者のみなさまの投資元金が保証されているものではなく、基準価額の下

落により損失を被り、投資元金を割り込むことがあります。運用により信託財産に生じた損益はすべて投資者のみなさま

に帰属します。投資信託は預貯金と異なります。

基準価額の変動要因は上記に限定されるものではなく、上記以外に、信用リスク、流動性リスク、カントリーリスク等があ

ります。くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

【当シリーズに係る費用について】

お客様には以下の費用をご負担いただきます。

・ 購入時に直接ご負担いただく費用：購入時手数料･･･なし

・ 換金時直接ご負担いただく費用：信託財産留保額･･･上限0.3％

・ 保有期間中に間接的にご負担いただく費用：運用管理費用（信託報酬）･･･上限0.63％（税抜0.6％）

・ その他の費用・手数料：売買委託手数料、監査費用等

※ 「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示すること

ができません。なお、お客様にご負担いただく費用等の合計額は、購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、

表示することができません。くわしくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

【ご注意】

当資料は三菱 UFJ 投信が作成しました。投資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書

(交付目論見書)の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

当資料は、プレスリリースとして三菱ＵＦＪ投信が作成した資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。また、勧誘を目

的に使用することはできません。当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。当資料は、信頼できると

判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。投資信託は、値動きのある有価証券等に

投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元金および運用成果が保証されているものではありません。投資信託の運用によ

る損益は、投資信託をご購入のお客さまに帰属します。投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、貯金保険機構、保険契約

者保護機構の保護の対象ではありません。投資信託の取得のお申込みを行う場合は、最新の投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめま

たは同時にお渡しいたしますので、必ず内容をご確認のうえ、ご自身でご判断ください。投資信託説明書（交付目論見書）につきましては、

販売会社にご請求ください。
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